
 
 

 

 

◎ よく考 える子 ど も ○ 思 いやり の ある子ども  ○ 明 るくたくま しい子 ど も 

先を見据えて授業を展開する 
                                                     副校長  福 留 浩 樹  

 

４月１８日（火）に６年生の「全国学力・学習状況調査」があり、国語、算数、

学習意識調査を行いました。解答用紙や意識調査の用紙を回収し、確認作業をす

るのは副校長の役目です。国語、算数が終了した後、解答用紙の確認作業をして

いると、ほとんどの児童の解答用紙に空欄がありませんでした。正答なのか誤答

なのかまでは確認していませんが、この解答用紙を見ただけで、北原小学校６年

生の諦めずに取り組む姿勢が窺えました。これまでの小学校５年間の先生方の指

導、保護者の皆様のお声掛けで、子供たちが最後まで諦めず粘り強く取り組む力

を身に付けてきた成長の証だと思います。 

さて、今回は教える側の声の掛け方一つで子供の成長が大きく変わるというお

話です。次のような実験がありました。「５円玉を立てる（ゴール）」という課題

があり、子供に「５円玉を立ててごらん。」と言うと、３割の子供しか成功しな

かったそうです。しかし、「５円玉を立てて、その穴に糸を通してごらん。」と言

うと、８割の子供が５円玉を立てられるようになりました。教える側が、ただゴ

ールを目指すのか、ゴールの先を目指すのか、目的をどこに定めるかで子供たち

の成長は大きく変わってくるという実験です。 

プロ野球界で大活躍したイチロー選手は「同じ練習をしていても、何を感じな

がらやっているかで、その先の結果は全然違ってくる。」という言葉を残してい

ます。もしかすると、日々の授業でも同じことが言えるのではないでしょうか。

担任や専科の先生がその日の授業をただこなしていくのではなく、今まで以上に

教える側が「この学習はこの先、何と関係しているのか」、「この先、何とどうつ

ながっていくのか」、「どの教科と関係してくる学習なのか」を意識し、子供たち

に学習に取り組ませていくことが大切になりそうです。私は、教える側が１年後、

子供たちにどんな姿になってほしいのかを想像し、先を見据えた授業の積み重ね

が、やがて子供たちの大きな力になっていくと考えています。人間は日々成長し

ていかなければなりません。子供も大人も毎日少しずつ前に進んでいる（成長し

ている）という感覚は、とても大事です。日々の小さな積み重ねが、やがて大き

な力となり、自信につながっていきます。子供たちにとっても、指導する教員に

とってもその繰り返しが大切なのではないでしょうか。 

 

令和５年度がスタートして１か月がたち、１年生は学校にも慣れ、一生懸命学

習に取り組んでいます。２～６年生も授業に集中して頑張っている姿が見られま

す。今後も学びへの意欲を高め、先を見据えた授業実践を積み重ねてまいります。

引き続き保護者の皆様の教育活動へのご理解、 ご協力 をよろしく お願い します。 
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1日(月) 

 

2日(火) 

3日(水) 

4日(木) 

5日(金) 

8日(月) 

 

  9日(火) 

10日（水） 

11日（木） 

12日（金） 

学校探検（1・2年）居住地確認④ 

委員会 

聴力(5年) 安全指導  

憲法記念日 

みどりの日 

こどもの日 

５時間授業(5・6年) 

聴力(3年) 交通安全教室(1年) 

遠足(2年) 耳鼻科(1・6年) 

避難訓練 方面別下校(各学年) 

聴力(2年) 遠足(1年) 

午前授業 尿検査１次(予備) 

15日（月） 

16日（火） 

18日（木） 

22日（月） 

24日（水） 

25日（木） 

26日（金） 

 

29日（月） 

30日（火）

31日（水） 

聴力(1年) クラブ 

遠足予備日(4年) 内科(午後1・6年) 

遠足(3年)  

歯科(3・4年) 

午前授業（5年生は5時間授業） 

遠足予備日(3年)   

遠足予備日(1年)  

教材費・給食費引き落とし日 

歯科(1・2年)  クラブ 

耳鼻科(午後2・5年) 新体力テスト開始 

尿検査2次(該当者) 

移動教室説明会(6年) 

今月の生活目標  

 

きまりよい生活をしよう 
 
風にそよぐ木々の緑もまぶしい季節を迎えました。

始業式から４週間が過ぎ、子供たちは、新しい学級の
仲間や授業に慣れてきた様子です。また、休み時間に
は元気に外で遊ぶ姿が見られます。ただその分、ボー
ルの使い方や遊ぶ場所などの確認が足りずに、もめて
いることもあります。 

先月配布しました「北原スタンダード」は、児童が
互いに気持ちよく学校生活を送るための約束です。全
校児童へ内容の確認をしました。保護者の皆様は、学
校での指導の様子を御理解いただく資料としてぜひ
御一読ください。今月は、「『北原スタンダード』を守
ること」「校庭遊びのルールを守ること」等を重点目
標として学校生活を送るようにしていきます。 

 
         （生活指導主任 榛葉 信武） 

５月の行事予定 

 

 

◆来校時のお願い◆ 

 ご来校の際は、保護者証を携帯し、職員玄関の受付

をお通りください。セキュリティ向上のため、児童昇

降口からの入室はご遠慮いただいております。 

◆欠席連絡について◆ 

学校生活がスタートして１か月がたちました。クラ

ス替え等で環境も変わり、心身の疲れがたまってくる

頃です。体調がすぐれずに欠席する場合は、欠席メー

ル、電話連絡、連絡帳等で必ず学校までご連絡くださ

い。ご家庭から連絡がなく児童が登校していないとい

うことが増えていますので、ご協力ください。 

◆引き落とし日について◆ 

 教材費・給食費の引き落としについての連絡です。

給食費の事務手続きの関係上、教材費・給食費は５月

２６日（金）に引き落としとなります。入金のご用意

をお願いします 

小中一貫教育について 

       小中一貫クリエーター 松岡 実佑 
 

谷原中学校・谷原小学校・北原小学校の３校では、中学 3

年生の姿を見据え、「よく考え、伝え合い、関わりあうこと

ができる 15 歳」を目指して小中一貫教育に取り組んでい

ます。部活動体験や、中学校の教員が小学校で授業を行う

出前授業など、１年間で様々な活動を行う予定です。 
こうした活動を通して、教員同士の交流はもちろん、子

供たちがスムーズに中学校へ進学できるように連携してい

ます。また、小学校を卒業していった子供たちが、中学校

で活躍している様子を見かけたり、話に聞いたりすること

ができるのは、大変嬉しいことです。小中一貫教育をとお

して、谷原地区の子供たちを、多くの大人たちで見守って

いきたいと思っています。 

       （小中一貫クリエーター 松岡 実佑） 

 

 
入学してもうすぐ１か月です。朝の支度が自分でで

きるようになりました。これも 6 年生が教えてくれ

たおかげです。休み時間も一緒に鬼ごっこをしてくれ

たり、優しく声を掛けたりしてくれ、1 年生は 6 年

生が大好きです。 

17 日から始まった給食では、白衣の着方、配膳の

仕方、片付けの仕方などを覚えています。まだ当番を

していない子は「早くしたい！」と待ち遠しい様子で

す。ボランティアの方のお手伝いもあり、楽しい給食

の時間を過ごしています。 

学習でも学習用具の使い方、話の聞き方、話し方な

ど学ぶことがたくさんありますが、何事にも一生懸命

に取り組んでいます。毎日新しいことを学び、毎日成

長している 1 年生です。      （内山 優佳） 

お知らせとお願い 


